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医療情報プラットフォーム接続型

病院間コンサルティングアプリケーション設計・構築業務委託

提案書作成要領

1. 提出すべき提案書等

本入札に関して、次の資料を作成し提出すること。

(1) 本入札にかかわる提案資料（以下「提案書」という。）

(2) 前項を補足する付属資料

(3) 上記について電子データとして記録したもの

2. 提案書の構成及び記載事項

提案書の目次構成については、次表「提案要求事項」に従い、提案要求内容が明示される

構成をとるよう工夫すること。提案要求内容を十分に咀嚼した上で実現可能な内容を具体的

に記述すること（要求事項の詳細は「提案評価表」を参照）。

なお、抽象的な提案や実現不可能な内容については評価が低くなるので注意すること。

表 １ 提案要求事項

項番
提案書の目次

（大項目）

提案書の目次

（中項目）

要求仕様書

該当部分
提案要求事項の概要説明

１

基本事項

目的理解・全体妥当性
要求仕様書

全体

MIP前提の業務アプリケーショ

ンとしての目的や背景を理解

し、未確定事項や将来的な仕様

変更に対しても柔軟かつ適切

に対応できる構築方針に関す

ること。

２ 仕様未確定への対応 １.(６)①ウ

３

シ ス テ ム 設

計・構築要件

業務フローの最適化 ２.(２)⑤ア

業務フローに即した各種機能

の実装に加え、医療現場の視認

性や利便性に配慮したUI/UXデ

ザインに関すること。

４
コミュニケーション機

能
２.(２)⑤イ

５ 業務負荷軽減策 ２.(２)⑤ウ

６

ヒューマンファクター

を踏まえた画面設計思

想

２.(２)⑤エ

７
安全を確保した医療情

報の表示方法
２.(２)⑤オ

８ 設計・運用上の工夫 ２.(２)⑤カ

９
非機能要件

性能・パフォーマンス

設計
２.(３)⑤ア

応答性能の維持、障害時対応及

び将来の規模拡大や可用性向

上を見据えたアプリケーショ10 耐障害性・運用設計 ２.(３)⑤イ
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11
可用性向上を見据えた

工夫
２.(３)⑤ウ

ン設計に関すること。

12 アプリケーシ

ョンで取り扱

うデータ要件

拡張性を意識したデー

タアーキテクチャ
２.(４)④ア

MIPの機能追加やAPI仕様変更

に伴う影響を局所化し、将来的

なデータ増大に対応可能なス

ケーラブルなデータアーキテ

クチャ設計に関すること。

13
スケーラブルなデータ

モデルの設計
２.(４)④イ

14

基盤・セキュ

リティ要件

クラウド基盤のインフ

ラ構築
２.(５)⑥ア

AWSを用いたクラウド基盤構

成、脆弱性対策、バックアップ

設計、暗号化及びアクセス制御

等を含む、情報セキュリティと

可用性を確保するインフラ設

計に関すること。

15

重大な脆弱性を発生さ

せないための設計・実

装等

２.(５)⑥イ

16
バックアップ及びPITR

の設計
２.(５)⑥ウ

17
添付ファイルの保存時

暗号化とハッシュ化
２.(５)⑥エ

18 セキュリティ対策 ２.(５)⑥オ

19
プロジェクト

管理

体制・専門人材 ３.(４)①ア
業務実施体制の編成及び役割

分担の明確化並びに、仕様変更

に柔軟に対応可能なプロジェ

クト管理体制に関すること。
20 変更管理 ３.(４)②ア

21 運用・保守性 監視設計 ４.(２)①ア

アプリケーションの稼働状況

を監視するためのシステム設

計及び、それを活用した運用保

守性の確保に関すること。

22

将来拡張要件

コストモデル ５.(１)①ア
利用病院追加時におけるコス

ト増加の考え方、改修を最小限

とする展開方法及び性能基準

を維持するためのシステム拡

張方式に関すること。

23 追加開発抑制 ５.(１)②ア

24 拡張アーキテクチャ ５.(１)③ア

25 納入条件 ベンダーロックイン ６.(４)①ア

運用・保守事業者変更時にも支

障なく引継ぎ可能な成果物体

系及び、構成把握を容易にする

分かりやすい技術資料の整備

に関すること。
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3. 提案書の様式

3.1. 資料の構成

提案書は、以下の書式に基づき作成するものとする。

(1) 表紙、目次、本編で構成する。

(2) 本編は、「2. 提案書の構成及び記載事項」を参考として構成する。

(3) 各項目には、「2. 提案書の構成及び記載事項」に示された内容の提案を記述する。提案

内容の対応する項目が明瞭でない場合は、当該提案内容が評価されない場合があること

に留意する。

(4) 項目番号の付け方は次に従うこと（「表 １ 提案要求事項」の項番に対応。）。ただし、

不足が生じる場合や、資料構成上やむを得ない場合は、入札者側で適宜設定して差し支え

ない。

１章 ・・ １節 ・・・ １.１項・・・・ １.１．1以下・・・・・ (１) 

(5) 提案書を基に、提案内容説明会時の説明に使用する提案書概要版を作成すること。

3.2. フォント等

(1) 文字は注記等を除き原則として10.5ポイント以上の大きさとする。最高サイズは特に

指定しないが最低サイズは８ポイントまでとする。

(2) 文章を補完するため最小限のイメージ図・イラスト・グラフ等の使用を可とする。図表

中等のフォントサイズについて、止むを得ない部分は前項の限りではない。

(3) 使用する言語及び通貨は、日本語及び日本国通貨とする。

3.3. ページ数

(1) 提案書は50ページ以内とする（表紙、目次等は除く）。提案内容は簡潔にまとめて記述

し、ページ数を極力少なくすること（Ａ３判用紙を使用した場合には、片面につき２ペー

ジと勘定する）。

(2) 提案書概要版は15ページ以内とする（表紙、目次等は除く）。提案書概要版の構成は表

紙、目次及び提案内容を必須とし、実績確認書、証明書類は説明時の必要性に応じて添付

すること。なお、表紙には、表題として「医療情報プラットフォーム接続型 病院間コン

サルティングアプリケーション設計・構築業務委託に関する提案書」と記載すること。

(3) 本文の各ページには、ページ番号を表示する。

3.4. 製本方法等

(1) 用紙の大きさは原則Ａ４判横、横書き、上綴じ、ワープロ印刷（両面印刷）とする。た

だし、記述内容により、見易さ等に配慮してＡ４判縦又はＡ３判（綴じる際はＡ４判の大

きさに折り込む）とすることも可とする。

(2) 多色刷りを可とするが、評価等のためにモノクロ複写・印刷された場合でも見易くなる

ように配慮して作成すること。

3.5. ファイル形式

(1) 原本データの作成には、原則としてMicrosoft PowerPointを用いること。その他必要な

場合はMicrosoft Word、Excelを使用すること。

(2) 前項のソフトウェア以外で図表等を作成した場合は、前項のソフトウェアで作成した
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資料に貼付等を行い、作成したソフトに依存せず使用できるようにすること。

(3) 提出すべき提案書等について、全ての原本データ及び当該データより生成し、PDF形式

及びMicrosoft Office 2021以上の形式でファイルを保存し提出すること。

(4) 電子データの提出媒体はCD-RまたはDVD-Rとし、記録媒体及びケースに次の事項を記載

したラベルを貼付すること。

   ア 件名

    「医療情報プラットフォーム接続型 病院間コンサルティングアプリケーション設

計・構築業務委託に関する提案書」

   イ 会社名

   ウ 提出年月日

(5) CD-RまたはDVD-Rの作成に当たっては、あらかじめ最新のウイルス定義ファイルにアッ

プデート済みのウイルスチェックソフトによるチェックを行い、提出時にウイルス対策

ソフト名、ウイルス定義年月日、チェック年月日を提示すること。

3.6. 資料作成時の注意点

(1) 提案は、考え方等を文章で簡潔に記述すること。

(2) 情報システムの専門家以外の者にも理解できるよう、十分にわかり易く記述し、必要に

応じて、用語解説などを記述すること。

(3) 「委託内容のとおり」、「要求仕様書のとおり」といった記述に終始しないこと。

(4) 所定の書式に従っていない等、提出書類に不備があるときは、提案書等を無効とする場

合があることに留意すること。

(5) 提案書は正本として、表紙に商号又は名称、住所、代表者氏名（代理人の登録がある場

合には代理人の住所及び氏名）及び担当者氏名・連絡先（以下、「商号又は名称等」とい

う。）を記載すること。また、副本は、表紙への商号又は名称等の記載はせず、提案書本

文についても、社名、ロゴマーク及び背景色等、提案者の企業名等が特定・類推できる情

報の記載を行わないこと。

4. 提案書の提出方法

(1) 提出期間及び提出場所等

提案書等は、入札公告兼入札説明書に示す内容に従って提出すること。

(2) 提出物

ア 作成した提案書等：紙媒体、正本２部、副本10部

イ 上記内容を電子データで記録したもの：電子媒体（CD-RまたはDVD-R）２枚（正・

副１部ずつを含めること。）

5. 提案内容説明会（プレゼンテーション及びヒアリング）

次により提案内容に関するプレゼンテーション及びヒアリングを行う。詳細については、

提案書受領後、別途入札参加者に必要に応じて通知する。

(1) 実施日時、場所
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ア 実施日時

    令和８年８月17日（月）で発注者が指定する時間

イ 場所

   地方独立行政法人神奈川県立病院機構 本部事務局執務室

なお、提案内容説明会については、集合方式ではなくインターネットによるオンライ

ン方式で実施する場合がある。いずれの方式で実施するかについては提案書受領後、別

途入札参加者に通知する。

(2) 提案者側出席者

プレゼンテーション及びヒアリング説明者及び補助者の出席を依頼する。なお、主た

る説明者は、プロジェクト管理業務に従事することを予定している者とすること。

(3) 当機構出席者

「医療情報プラットフォーム接続型病院間コンサルティングアプリケーション設計・

構築業務委託総合評価審査委員会」委員（以下「審査委員」という。）及び本部事務局職

員。

(4) プレゼンテーション及びヒアリングの時間等について

プレゼンテーション及びヒアリングの時間は、１社につき説明20分、質疑20分とする。

(5) 提案内容説明会における留意事項

ア 提案内容説明会における追加資料等の提出は一切認めない。

イ 質疑の時間が限られているため、質問に対しては簡潔に答えること。

ウ 携帯電話の電源は必ず切ること。また、会議の録画、録音の禁止、機器等の持込

みも同様に禁止する。

エ プロジェクターを使用する場合は、当機構で用意するので、事前に連絡すること。

また、プロジェクターに接続するPC等は提案者側で用意すること。

オ ヒアリング時の自己紹介は、「本案件のプロジェクト責任者です。」「本案件のプロ

ジェクト管理者です。」などとだけ発言し、会社名、個人名等が特定されるような発

言は厳に謹むこと。また、社章、名札、封筒など会社名、個人名等が特定できるも

のについては、身につけず、机の上等にも置かないこと。

6. その他留意点

6.1. 提出された提案書等の当機構における取扱い

(1) 提出された提案書等はいかなる場合にも返却しない。

(2) 提出された提案書等の変更、差替え及び再提出は認めない。ただし、落札者決定以後、

体制の変更等、提案書に記載した技術水準に変更があるとき、その変更によりプロジェク

ト遂行上の問題が生じないことを当機構が確認できる場合のみ、その変更を許可する。

(3) 提出された提案書等は、提案書の評価を行うために必要な範囲又は公開等の際に複製

を作成する場合がある。

(4) 提出された提案書等は、本入札の落札者の決定をする目的以外に入札者に無断で使用

しない。
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(5) 提出された提案書等は、評価の公正性や透明性を期すために、関連規定に基づき公開す

る場合がある。

(6) 当機構が提示した要求仕様書と矛盾する内容を提案書等に記載した場合、その提案事

項は無効とみなす。

(7) 提案書等の提出後、当機構の判断により補足資料の提出を求める場合がある。

(8) 要求仕様書をもとに確実に入札者が実現できる範囲で記載すること。提案書に記載さ

れた内容については、要求仕様書に記載されていない場合でも全て入札者が実現を約束

したものとみなす。

(9) 要求仕様書に記載しているもの以外に、本調達の目的を達成するための有効な方法が

ある場合は積極的に提案を行うこと。

6.2. 提案書等の著作権等の取扱いについて

(1) 提案書等に含まれる著作物の著作権は、入札者に帰属すること。

(2) 提案書等の内容に、特許権など日本国の法律に基づいて保護される第三者の権利対象

となっているものを使用した場合、その責任は原則として入札者が負うこと。

6.3. 本入札で知り得た情報の保護について

(1) 本入札により知り得た情報を第三者に漏らすことを認めない。

(2) 提案書等作成のために作成された資料等についても、当機構の了解なく公表、使用する

ことを認めない。

7. 問合せ先

不明な点については、次の問合せ先まで問い合わせること。なお、必要に応じて問合せ及

び回答を電子メールで行う場合がある。

〒231-0005 神奈川県横浜市中区本町２-22 京阪横浜ビル４階

なお、令和８年８月１日に以下の住所に移転。

〒247-0007 横浜市栄区小菅ケ谷１-２-１ 神奈川県立地球市民かながわプラザ

地方独立行政法人神奈川県立病院機構 本部事務局

デジタル戦略部システム企画課 担当：井関

電話：（045）225-8565

以 上


